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2023年4月 新入社員実態調査

調査概要

●調査目的
岡山県下の企業に就職した新入社員が抱える、企業選びにおける
価値観や、働き方における意識の傾向を把握すること。

●調査対象者
2023年度4月に実施された、弊社の新入社員研修の受講生。

●調査方法
研修終了後に、Questantを用いた質問紙調査によって実施。

●サンプル数
合計95名 内、男性61名 女性34名

大学・大学院卒48名 短大・専門・高専卒16名
高校卒27名 中学校卒2名 会社員1名

●調査期間
2023 年 4 月 3 日 ~  4 月 ２０ 日
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自分に合いそうな企業をどう探せばいいか

エントリーシートに記入する自己PRや志望動機等の文章を完成させること

企業選びの判断材料や魅力、差別化のポイントがわからないこと

就職活動に対するモチベーションの維持

面接やグループディスカッションなどの選考が上手くいかないこと

企業によって選考がまちまちで、スケジュール予測が困難であったこと

学業やアルバイトなど、就職活動以外の活動とのスケジュール調整

就職サイトや企業から届くメールが多く情報が整理しきれないこと

筆記試験がうまくいかないこと

エントリーシートの提出数の多さ

希望していた時期までに内定を得られなかった

苦労したこと、大変だったことはなかった
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質問① 就職活動をする上で苦労したこと、
大変だったことは何ですか？（3つまで選択可）

就職活動の苦労の上位に「自分に合う企業をどう探せばいいか」「企業選びの判断材料や魅力、差別化のポイントが分からない」が挙がってお

り、またコロナ禍での苦労としても同様で、企業の内部についての情報が得られないことが上位に挙がっている。

このことから各企業の伝えたい特徴や魅力は、学生に対してあまり届いていないことが推測される。

採用活動に関しては、売り手市場と化しており働く場としての情報発信・アピールが、今後さらに必要となってくると予想される。
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質問② コロナ禍において就職活動をする上で苦労した
こと大変だったことは何ですか？（3つまで選択可）
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説明会・選考がWebに変更になった

苦労したこと、大変だったことはなかった

Web説明会・Web面接では企業の雰囲気が分かりにくかった

ホームページだけでは企業研究しにくかった

企業に訪問する機会がなく不安だった

WebセミナーやWeb面接用の通信環境の準備

内定者で顔を合わせる機会がなく、不安だった

説明会・選考が延期・中止になった

遠方の企業の選考に参加しにくかった

志望していた業界・企業の採用が中止になった

選考でWebを選択した際に、不利にならないか不安だった
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時間を守ることを意識して行動した

身だしなみや言葉遣いの確認をした

入社する企業と業界の情報を調べ直した

今のうちにたくさん遊んだ

生活習慣を改善した

日頃からメモをとる練習をした

毎日のニュースや新聞を確認した

自分は会社で何をしたいかを考えた

自身の就職活動を振り返った

資格の習得に励んだ

特にない

内定先から出された課題に取り組んだ

いろいろな仕事をしてみるという観点からアルバイトを始めた

長期インターンシップに参加した

パソコンスキルの勉強をした

海外や国内旅行へ行った

ボランティア等の社会貢献活動に参加した

長期留学を経験した
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質問③ 内定後、普段の生活以外で取り組まれたことはありますか？（3つまで選択可）
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上位には、「時間の意識や身だしなみ・言葉遣い、生活習慣の改善やメモの習慣」など、社会人１年目に求められる基本的な意識・行動が複数

挙がっていた。また、今年から選択肢に加えた「今のうちにたくさん遊んだ」も上位にあがったことから、Z世代の特性のひとつに挙げられる

仕事とプライベートの両立を重視する傾向が、ここでも見受けられた。
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質問④ あなたが社会人として働くうえで大切にしたい
と思っていることは何ですか？（3つまで選択可）
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質問⑤
あなたがこれから身につけたい・伸ばしたいと
思っている能力は何ですか？（3つまで選択可）
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コミュニケーション力

専門知識

マナー

チームワーク

文章力

プレゼンテーション力

PCスキル

リーダーシップ

論理的思考力

語学力
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【働くうえで大切にしたいこと】と【身につけたい・伸ばしたい能力】とを並べると、どちらも１位「関係づくり・コミュニケーション」、

２位「仕事のスキル・知識」、３位「社会人としてのルール・マナー」が上位３つを独占していた。

そのため企業はこの３つの観点について、入社の初期段階で新入社員が成長するサポートが出来れば、社員の自社企業に対する

初期の印象形成に良い影響があるかもしれない。逆に軽視をすれば、新入社員のエンゲージメント低下につながる可能性があると推測される。
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周囲（職場・顧客）との良好な関係を築けること

社会人としてのルール・マナーを身につけること

仕事に必要なスキルや知識を身につけること

任せられた仕事を確実に進めること

元気にイキイキと働き続けること

失敗を恐れずにどんどん挑戦すること

何があっても諦めずにやりきること

何事も率先して真剣に取り組むこと

私生活の時間を確保すること

新しい発想や行動に刺激を与えること

仕事で高い成果を出すこと

特になし
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お互いに助け合う

活気がある

お互いに個性を尊重する

私生活や趣味などに理解がある

遠慮せずに意見を言い合える

給料がよい

ルール・決め事が明確

お互いに切磋琢磨しあえる

皆が1つの目標を共有している

法定労働時間を守る意識が高い

特になし
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質問⑥ あなたはどのような特徴を持つ職場で働きたいですか？（3つまで選択可）
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働きたい職場の特徴として、圧倒的多数が「お互いに助け合う」を挙げていた。

また上位には「活気がある」「互いの個性の尊重」「遠慮せず意見が言い合える」などの関連するような項目が並んでいる。

このことから、働きたい職場の条件として威圧的で一方向な組織の運営ではなく、協力的な雰囲気を生み出せる組織形成が理想と考えられる。

「私生活や趣味などに理解がある」も上位なことから仕事とプライベートの両立を重視する傾向は、今後の採用活動で無視できない要素と推測される。
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相手の意見や考え方に耳を傾けること

一人ひとりに対して丁寧に指導すること

好き嫌いで判断しないこと

よいこと、よい仕事を褒めること

職場の人間関係に気を配ること

言うべきことは言い、厳しく指導すること

仕事に情熱を持って取り組むこと

周囲を引っ張るリーダーシップ

ルール・マナーを守り、清廉潔白であること

仕事がバリバリできること

部下に仕事を任すこと
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質問⑦ あなたが上司に期待することは何ですか？ （3つまで選択可）
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上位と下位との結果の比較から、新入社員はプレイヤーとして前を走り引っ張る上司よりも、マネージャーとして横に寄り添いサポートをする上司

を求める傾向が高いことが分かった。これはただ優しければ良いというわけではなく、中立的な視点を持って良いことは褒め・ダメなことはハッキ

リ指導するスタンスが大切であることが回答結果から見て取れる。

よって、新入社員の働きをしっかりと観察し、フィードバックを与えられる上司は、社内での社員育成の上でかなり重要な存在であると考えられる。
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仕事についていけるか

先輩・同僚とうまくやっていけるか

上司とうまくやっていけるか

自分が成長できるか

私生活とのバランスがとれるか

生活環境や習慣の変化に対応できるか

十分な収入が得られるか

やりたい仕事ができるか

会社の風土が自分にあっているか

特になし
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質問⑧ あなたが仕事・職場生活をするうえで、不安に思っていることは何ですか？
（3つまで選択可）
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新入社員が抱える不安について、１位の「仕事についていけるか」は当然であると考えられる。「自分が成長できるか」の項目も上位にあることか

ら、新入社員にとって成果を実感できる機会づくりを入社初期に多く計画することは、新入社員の会社へのエンゲージメント向上に影響すると推測

される。また上位に社内での関係づくりや私生活との両立が挙がることも、他の質問の回答に関連した結果であるといえる。

よって企業は、初期段階で新入社員のこれらの不安に対処して安心感を与えることは、将来的に利益が大きいと考えることができる。
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